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	戸建住宅街の良好な住環境を守りつつ、暮らしやすさを向上するため、建築物の用途は、次に掲げるものとします。なお、洋光台６丁目南第一建築協定区域内の建築物については、洋光台６丁目南第一建築協定の制限に従うものとします。
	ア　一戸建ての住宅（２世帯同居住宅を含む。）
	イ　長屋（住戸の数が３以上のものを除く。）
	ウ　診療所併用住宅（動物病院併用を除く。）
	エ　学習塾・華道教室・工芸工房・喫茶店等を持つ兼用住宅で、運営委員会が認めたもの
	オ　自治会館・集会所等で、運営委員会が認めたもの
	カ　グループホーム・グループリビング・保育所等で、運営委員会が認めたもの
	キ　前各号に付属するもの
	相隣環境を良好に保ち、街並みの景観に配慮するため、建築物の最高の高さは９m以下、軒の高さは７m以下とし、かつ地階を除く階数は２以下とします。
	建て詰まりを防ぎ、ゆとりある空間を確保するため、建築物の外壁又はこれに代わる柱の面から隣地境界線及び道路境界線までの距離は、１ｍ以上とします。
	ただし、この距離の限度に満たない距離にある建築物又は建築物の部分が次のいずれかに該当する場合はこの限りではありません。
	建物の密集を防ぎ、今のゆとりある住環境を維持するため、敷地は分割しないように努めるものとします。
	ただし、やむを得ない場合には、それぞれの敷地面積は145㎡以上を目安として認めるものとします。
	防犯性と災害時の安全性を高めるため、道路や敷地境界に沿った垣や塀は、できるだけブロック塀や石垣を避け、生垣、透視性のあるフェンスや植栽にします。
	ただし、ブロック塀や石垣とする場合はその高さを60cm以下とし、60cmを超える部分は透視性のあるフェンスや植栽などにします。
	相隣環境を良好に保つため、冷暖房機の室外機、暖房・給湯のための燃料タンク、家庭用蓄電
	設備等を設置する場合は、騒音や送風等による悪影響が生じないよう、隣接敷地との位置関係等に配慮し適切な位置に設置するものとします。
	良好な住宅地の環境を守るため、敷地は住宅地に相応しい利用・管理を基本とし、生活で利用しない物品や廃棄物の集積・たい積はしないものとします。また、ゴミや落ち葉を焼却するためのたき火はしないものとします。
	うるおいのある住環境を維持増進するため、敷地内に生垣や樹木などを配置し、緑化に努めるものとします。また、敷地内の樹木などが隣地に迷惑をかけたり、道路にはみ出し通行の邪魔にならないよう、適切に手入れ、管理をするものとします。
	ア　一戸建ての住宅（２世帯同居住宅を含む。）
	イ　長屋（住戸の数が３以上のものを除く。）
	ウ　診療所併用住宅（動物病院併用を除く。）
	ア　一戸建ての住宅（２世帯同居住宅を含む。）
	イ　長屋（住戸の数が３以上のものを除く。）
	ウ　診療所併用住宅（動物病院併用を除く。）
	エ　学習塾・華道教室・工芸工房・喫茶店等を持つ兼用住宅で、運営委員会が認めたもの
	オ　自治会館・集会所等で、運営委員会が認めたもの
	カ　グループホーム・グループリビング・保育所等で、運営委員会が認めたもの
	高齢化等に伴い、車椅子用のスロープ化のための切土・盛土は、建築物の新築又は改築等の
	届け出をもとに審査し、適切なものは認めます。
	・高齢化等に伴い、車椅子用のスロープ化のための切土・盛土は、建築物の新築又は改築等の届け出をもとに審査し、適切なものは認めます。
	・「敷地の地盤面」は建築基準法施行令第２条第２項で「建築物が周囲の地面と接する位置の平均の高さの水平面」と定義されています。洋光台ルール案では敷地内の切土盛土の防止を意図しています。
	・豊かな空間を確保し、あわせて隣りとのトラブルを防ぐため、最小敷地規模の制限と軒の高さ及び階数の制限と併せて、敷地境界から１m以上建物を後退し建物同士が充分な距離を保つよう敷地境界からの後退距離を定めます。
	・物置や屋根付き駐車場を設置する場合、空調設備の室外機や家庭発電・蓄電設備、自動販売機等を設置する場合には、敷地境界からの後退、隣接敷地のとの位置関係等に配慮し、適切な位置に設置するように要請する。
	・防犯性を高め、災害時の倒壊にともなう危険を避けるため、生け垣や視界が通るネットフエンス等を推奨します。また、ブロックや石の塀や垣とする場合には、その高さをおおむね手摺の高さ以下に押さえるよう定めます。
	・垣塀の制限について、以下のように判断します（横浜市の判断基準）。
	「透視性」視線が通ればよく、通気性については問わない。（透明のガラスやアクリルは可）
	「開放性」視線が通り、かつ通気性が必要。（透明のガラスやアクリルは不可）
	・閑静で良好な居住環境を確保するため、生活で発生した廃棄物や住宅で使用しない物品等の集積を禁止する等、敷地を適切に利用するよう定めます。「敷地の利用」は、横浜市が勧告できるルール。「敷地内でのたき火の禁止」は、横浜市は勧告できないルール。
	・自家用車のスペアタイヤや趣味のための物品等を敷地内で保管することはできます。
	A : 問いの集計
	問２：持続居住の意思。                                       人数     割　合
	問３：暮らしやすさの指標。                                    人数     割　合
	１　周辺の静かさ。・・・・・・・・・・・・・・・・・・  １１１　   21.1 %
	問４：気になっている点。                                      人数    割　合
	１　敷地を細かく割ったミニ開発が増えている。・・・・・・ ８２ 　 26.5 %
	３　賃貸のアパート・マンションが増えている。・・・ ・・・３４ 　 10.9 %
	１０  土地や建物が住宅地に相応しくない利用がされている。・ ２０     6.5 %
	２　二世帯住宅などへの建替えで建て詰まっている。・・・・・ ７     2.3 %
	１１ その他。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・１０     3.2 %
	問５：「建築協定」の認知度                                      人数    割　合
	問６：「ルールづくり」活動の認識度。                            人数    割　合
	F1：性別　　　　　　　　　　　　　　　　　 人数     　 割　合
	F２：年齢別　　　　　　　　　　　　　　　　人数       割　合
	F３：家族タイプ　　　　　　　　　　　　　　人数      割　合
	F４：職業別                                人数      割　合
	F５：居住別                                人数      割　合
	戸建住宅街の良好な住環境を守りつつ、暮らしやすさを向上するため、建築物の用途は、次に掲げるものとします。なお、洋光台６丁目南第一建築協定区域内の建築物については、洋光台６丁目南第一建築協定の制限に従うものとします。
	ア　一戸建ての住宅（２世帯同居住宅を含む。）
	イ　長屋（住戸の数が３以上のものを除く。）
	ウ　診療所併用住宅（動物病院併用を除く。）
	エ　学習塾・華道教室・工芸工房・喫茶店等を持つ兼用住宅で、運営委員会が認めたもの
	オ　自治会館・集会所等で、運営委員会が認めたもの
	カ　グループホーム・グループリビング・保育所等で、運営委員会が認めたもの
	キ　前各号に付属するもの
	相隣環境を良好に保ち、街並みの景観に配慮するため、建築物の最高の高さは9m以下、軒の高さは7m以下とし、又地階を除く階数は２以下とします。
	建て詰まりを防ぎ、ゆとりある空間を確保するため、建築物の外壁又はこれに代わる柱の面から隣地境界線及び道路境界線までの距離は、１ｍ以上とします。
	ただし、この距離の限度に満たない距離にある建築物又は建築物の部分が次のいずれかに該当する場合はこの限りではありません。
	建物の密集を防ぎ、今のゆとりある住環境を維持するため、敷地は分割しないように努めるものとします。
	ただし、やむを得ない場合には、それぞれの敷地面積は145㎡以上を目安として認めるものとします。
	防犯性と災害時の安全性を高めるため、道路や敷地境界に沿った垣や塀は、できるだけブロック塀や石垣を避け、生垣、透視性のあるフェンスや植栽にします。
	ただし、ブロック塀や石垣とする場合はその高さを60cm以下とし、60cmを超える部分は透視性のあるフェンスや植栽などにします。
	相隣環境を良好に保つため、冷暖房機の室外機、暖房・給湯のための燃料タンク、家庭用蓄電
	設備等を設置する場合は、騒音や送風等による悪影響が生じないよう、隣接敷地との位置関係等に配慮し適切な位置に設置するものとします。
	良好な住宅地の環境を守るため、敷地は住宅地に相応しい利用・管理を基本とし、生活で利用しない物品や廃棄物の集積・たい積はしないものとします。また、ゴミや落ち葉を焼却するためのたき火はしないものとします。
	うるおいのある住環境を維持増進するため、敷地内に生垣や樹木などを配置し、緑化に努めるものとします。また、敷地内の樹木などが隣地に迷惑をかけたり、道路にはみ出し通行の邪魔にならないよう、適切に手入れ、管理をするものとします。
	戸建住宅街の良好な住環境を守りつつ、暮らしやすさを向上するため、建築物の用途は、次に掲げるものとします。なお、洋光台６丁目南第一建築協定区域内の建築物については、洋光台６丁目南第一建築協定の制限に従うものとします。
	ア　一戸建ての住宅（２世帯同居住宅を含む。）
	イ　長屋（住戸の数が３以上のものを除く。）
	ウ　診療所併用住宅（動物病院併用を除く。）
	エ　学習塾・華道教室・工芸工房・喫茶店等を持つ兼用住宅で、運営委員会が認めたもの
	オ　自治会館・集会所等で、運営委員会が認めたもの
	カ　グループホーム・グループリビング・保育所等で、運営委員会が認めたもの
	キ　前各号に付属するもの
	相隣環境を良好に保ち、街並みの景観に配慮するため、建築物の最高の高さは９m以下、軒の高さは７m以下とし、かつ地階を除く階数は２以下とします。
	建て詰まりを防ぎ、ゆとりある空間を確保するため、建築物の外壁又はこれに代わる柱の面から隣地境界線及び道路境界線までの距離は、１ｍ以上とします。
	ただし、この距離の限度に満たない距離にある建築物又は建築物の部分が次のいずれかに該当する場合はこの限りではありません。
	建物の密集を防ぎ、今のゆとりある住環境を維持するため、敷地は分割しないように努めるものとします。
	ただし、やむを得ない場合には、それぞれの敷地面積は145㎡以上を目安として認めるものとします。
	防犯性と災害時の安全性を高めるため、道路や敷地境界に沿った垣や塀は、できるだけブロック塀や石垣を避け、生垣、透視性のあるフェンスや植栽にします。
	ただし、ブロック塀や石垣とする場合はその高さを60cm以下とし、60cmを超える部分は透視性のあるフェンスや植栽などにします。
	相隣環境を良好に保つため、冷暖房機の室外機、暖房・給湯のための燃料タンク、家庭用蓄電
	設備等を設置する場合は、騒音や送風等による悪影響が生じないよう、隣接敷地との位置関係等に配慮し適切な位置に設置するものとします。
	良好な住宅地の環境を守るため、敷地は住宅地に相応しい利用・管理を基本とし、生活で利用しない物品や廃棄物の集積・たい積はしないものとします。また、ゴミや落ち葉を焼却するためのたき火はしないものとします。
	うるおいのある住環境を維持増進するため、敷地内に生垣や樹木などを配置し、緑化に努めるものとします。また、敷地内の樹木などが隣地に迷惑をかけたり、道路にはみ出し通行の邪魔にならないよう、適切に手入れ、管理をするものとします。

